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全員協議会 記録 
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４ 番  柳田 政喜 

６ 番  櫻井 功紀 
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欠 席 議 員  

職 務 の た め 出 席 

し た 者 の 職 氏 名 

町 長    相 澤 清 一  

副町長    佐々木   守 
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協 議 事 項 ・学校給食における異物混入について 

 

 

 

 

そ  の  他  
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2号様式 審議の経過 

吉田事務局長 ただいまより全員協議会を開会いたします。 

議長、お願いいたします。 

吉田議長 皆さん、分科会審査、連日大変御苦労さまでございます。 

今日、ちょっと緊急にということで分科会審査の途中でありますけども

全協を開くということで相成った次第であります。それで協議事項につき

ましては皆さんのお手元にあるとおり、学校給食における異物混入という

ことで、大変残念なことが起きてしまったというようなことでありますの

で、どうぞ執行部側からも詳しい説明等々これからあるかと思いますけど

も、それらを聞きながら、そして、あとまた今後の対策等々について、き

ちんと対応していかなくちゃならないというふうに思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

なお、１時半から分科会の予定でありますけども、なるべくスムーズな

全協の運営にしていただけますことよろしくお願いしながら、私からのあ

いさつに代えさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

本日の全員協議会、全員出席であります。 

早速、町長からあいさつお願いします。 

相澤町長 大変御苦労さまでございます。 

本当に貴重な分科会の日程を曲げてこのような形で議員全員協議会を開

催させていただきましたことに感謝を申し上げます。 

ただいま、議長から大枠のお話をしていただきました。本日、全員協議

会で御説明申し上げますのは、「学校給食における異物混入について」でご

ざいます。平成29年３月10日に南郷学校給食センターで調理し、南郷小

学校に提供した学校給食の副菜のおから炒りにガラス製と思われる破片が

混入する事故が発生をいたしました。現在、原因等を調査しているところ

でございますが、本日は事故が発生した当時の状況などについて教育委員

会から御説明申し上げるものでございます。 

議員皆様の御理解を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

吉田議長 それでは総務課長。 

伊勢総務課長  本日もよろしくお願いいたします。 

 それでは本日の説明員を紹介させていただきます。 

 初めに教育長の佐々木賢治でございます。 

 （「今日はどうもありがとうございます」の声） 
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 次に教育次長兼教育総務課長 須田政好でございます。 

 （「よろしくお願いします」の声） 

 よろしくお願いいたします。 

吉田議長  じゃ、早速、説明をお願いしたいと思います。 

 まず教育長。 

佐々木教育長 本当に大変忙しいときに、今日は全員協議会ということでお願いをしま

したところをお引き受けいただきましてありがとうございます。 

緊急事態発生ということで、こういった形を町長にお願いして取らせて

いただきました。給食のおかずの中にガラスの破片が入っているという、

私も経験のない大変なことになりまして、教育委員会としましてこれは重

大な事態というふうに捉えております。 

幸い、子どもが口の中に入れて、噛んだ瞬間にすぐに気付きまして、出

して口の中をけがするとか、もちろん飲み込むとか、そういうことがない

状況でありまして、ほっとしたところもあります。 

さらに今朝も幼稚園、小中学校、子どもたちの体調等を確認しましたと

ころ、体調不良という子どもたちの報告はありませんでした。もちろん、

そのガラスの異物、ほかのクラスで発見されたとか、そういうことは先週

の10日の金曜日の時点ではなかったわけでありますが、間違ってあるいは

飲み込んだ生徒もいるのかなと思いながら今日、心配しながら迎えたわけ

でありますが、そういったことはないようであります。 

教育委員会として重大事態として重く受け止めまして、できるだけ、な

ぜそういうふうになったのか原因を明らかにしたいと。そしてそれが今後

の再発防止に当然、こう結び付くだろうという、そういった大きな考え方

で今やっているところであります。 

今日、１時半から臨時の教育委員会、予定していますが、それ終わって

から本当は全協という事務手続上そうなろうかと思いますが、議会のほう

も大変忙しいということで急遽、今の時間になってしまいました。 

10日に発覚してから、その日のうちに教育委員会としましては南郷給食

センターあるいは学校関係、そういったガラスの異物が入りそうな状況な

のかどうか確認をしました。もちろん栄養士からも聞き取りをしながら、

そういった作業を行いまして、さらには関係業者、特におからとか、ある

いはひき肉等々の業者のほうにも出向いて聞き取りと言いますか、状況の

確認をしてきました。これが先週の金曜日に主に取り組んだことでありま
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す。 

そして土、日と休みが入りましたが、教育次長を中心にもう一回、給食

センター、それから学校のガラスの破片等々、原因に結び付くものがない

かということで調査をしました。いまだにわからないという状況でありま

して、そういう状況です。 

それで、問題は原因がはっきりしない、しかも異物がガラスの破片であ

るということで、給食をどうするかということで昨日、協議をしまして、

本日の給食につきましては、ご飯と牛乳のみでおかず類については代替メ

ニューで調理しなくて済むような手配を昨日、業者のほうに依頼しまして

何とか間に合いました。 

それで明日から当分の間、原因がはっきりすればいいんですが、ただや

っぱり期間がかかるようです。そのガラスも今日、教育委員会が終わった

らすぐ何のガラスなのか、コップなのか車の窓なのか、そういったことを、

材質を調べてくれるところがあるんですね。そこに、大阪なんですけども、

すぐ速達で送って結果が出るのが１週間ぐらいかかるというふうに聞いて

おります。ですから、その期間がかかるということで当分の間、給食は出

さないで弁当を持参ということで、保護者に今日は緊急メールで配信をし、

さらに文書で今日、子どもたちに今のような内容のことをお伝えすること

になっております。 

それで今後、保健所とかあるいは関係機関等々、協議をしながら対策を

練っていくわけでありますが、早速今日、午前中に保健所のほうから来て

いただいて、立ち会い検査をやっていただいているところであります。 

今のところ、けがとかそういったアクシデントがなかったので、ほっと

しているところでありますが、早くそういった原因究明をして安全安心な

給食を提供していきたいなというふうに思っております。 

あちこち説明が飛びましたが、あと補足、もし次長あればよろしくお願

いします。 

吉田議長 教育次長。 

須田教育次長  それではお配りしました資料に基づきまして、経過と今後の対応につい

て御説明申し上げます。これまでの町長あるいは教育長との説明とも重複

いたしますが御了承ください。 

 発生しましたのは３月10日、午後０時35分頃でした。南郷小学校の６

年１組の女子児童の副菜でありますおから炒りを食べているときに歯に当
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たるものがあると。すぐ出したらガラスだったということで、クラスの担

任の先生にすぐ連絡をし、クラスの担任の先生は養護の先生、それから栄

養教諭、教頭に連絡をして、その後対応しましたと。 

お子さんはすぐ口の中の検査をしたんですが、特に切れたという痕はな

く、その後も健康状態を観察しましたら、特に現在のところにおいては異

常は出てございません。給食がほとんど終わりかけておりましたので、ほ

かのクラスにそれを止めるということもなく、特に食べるのを止めろとい

う形での合図は、ほとんどが終わっていましたので、それは行っていない

ということでございます。 

その後、栄養教諭のほうから教育委員会のほうに電話でこういうことが

あったという連絡をいただき、教育委員会としては他のクラスあるいは幼

稚園でも給食を提供していましたので、幼稚園等でそういう異物がなかっ

たか、すぐに調査をするようにということで指示をしました。この日は中

学校は卒業式でございましたので、中学校には給食はございませんでした。

幼稚園にも特に異物の発見はなかったと。それから６年１組以外の南郷小

学校のクラスも特に異常はなかったという連絡を受けております。 

その後、栄養士が教育委員会の事務局に来まして、詳細な聞き取り調査

を行いました。 

その後、栄養士のほうを通しまして、まず現場の調理場の確認と、それ

から教育委員会の職員とそれから栄養士で仕入れ業者に出向いて、それぞ

れの製造過程を確認してきてございます。 

ここにありますように材料につきましては、おから、ひき肉、大豆、糸

こんにゃく、ねぎ、ニンジン、ゴボウ、シイタケと。それぞれ使っている

んですが、この中で主となっているおからの業者とそれから鶏肉のひき肉、

この二つ業者をその日にまず現場を検査して確認してございます。 

それで戻りましたらば、すぐに保健所のほうに連絡をしまして、保健所

のほうからは月曜日にそれぞれ立ち入り検査に行くという話でございまし

たので、私のほうとしては、この２カ所をまず立ち入り検査を行った以外

は、特に出向いて検査は行ってございません。 

保健所が今日の午前中に南郷の学校給食センターの調理場とそれから南

郷小学校までの経路、そして南郷小学校の教室の中と立ち入り検査をして

いただいておりますが、その調査班とまた別な班が業者のほうに今日、午

前中に出向いて調査をしているということでございます。 
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その報告は、まだ頂いてございません。 

話は前後しますけども、それで翌日、朝の９時に調理員等を全部入れま

して私と調理員、それから栄養士でもう一度、調理場のところを一つひと

つガラスが欠けていないか、あるいはその可能性といいますか、ガラスが

入る可能性がないか一つひとつ調査を行いました。その結果、ガラスは窓

ガラスあるいは手洗い場の鏡等に使われていますが、欠けた形跡は一つも

ございません。 

それで作る経路を、それぞれ説明を受けながら搬入してから搬出までの

経路をすべてチェックしましたけども、どのように考えていっても調理の

過程では入らないのではないかというふうに考えて、結論といいますか、

入る物は確認できませんでした。 

その後、蓋をした状態で配送がされますので当然、配送の車あるいはそ

の配送を降ろした後の小学校の貯蔵庫といいますか、給食を置いている場

所ですか、それら等も確認しましたが、ガラスの破損はありませんし、教

室に入ってもガラスが入ることは確認できないというところでございまし

た。 

それから今回の被害に遭われた６年生の１組の女子児童の家庭のほうに

は、当日の夕方５時に南郷小学校の校長からお母さんの携帯電話のほうに

問い合わせさせていただきまして、まず説明とお詫びをしてございます。 

翌日にご自宅のほうに学校から連絡を入れていただきまして、教育委員

会のほうから説明とお詫びに行きたいということでお願いしたところ、日

曜日の５時にちょうど時間がいいので、御両親が揃うので時間をいただき

ましたので、日曜日の５時に教育長と私と学校の校長と３人で説明とお詫

びにご自宅に行ってまいりました。 

それから今日、月曜日になりまして保健所のほうからお出でいただくと

いうことで、保健所の方が今日10時半頃には着かれましたが、その対応を

今まで行ってきたところでございます。 

教育委員会につきましては、今日の１時半から臨時で集まっていただい

て、状況を報告し今後の対応について協議をしていただくというとこでご

ざいます。 

それから教育長からもお話がありましたように当然、南郷学校給食セン

ターは稼働できませんので、今日からの対応につきましては、今日は農協

さんのほうにお願いして、から揚げとマカロニサラダとミートボールとそ
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れからヨーグルトと、それぞれ透明の入れ物といいますか、あれに入れて

輪ゴムでしていただいたものを 400組用意していただきまして、それにご

飯と牛乳につきましては学校に直接搬入されますので、その牛乳とご飯で、

代替メニューで食事をしていただくという形です。 

明日以降につきましては、今日、各家庭にここに添付しましたこの用紙

で周知しますので、明日以降につきましては当分の間、ご家庭からの弁当

を持ってきていただくということで対応をしていきたいというふうに考え

てございます。 

それから保護者の皆様に対しては、幼稚園それから小学校、中学校のそ

れぞれの保護者の皆さんには、このチラシのほかに明日、午後７時から南

郷小学校の体育館で合同の説明会を開催したいというふうに思ってござい

ます。 

その後、報道機関にも社会的責任はかなり大きかった、重いものと痛切

に感じてございますので、水曜日には報道機関のほうに公表しようという

ふうに考えているところございます。 

とりあえず、まず行うところは、一つ関係機関への対応等でございます

が、やはりこの原因を追究するというところに少し力を入れて探していき

たいというふうに思ってございました。 

あっち行ったり、こっち行ったりの説明で大変恐縮でございますが、説

明は以上とさせていただきます。 

吉田議長 ただいま、異物混入に関しまして経過やら、その対応やらということで

説明をしていただきました。 

何か皆さんから。 

大橋議員。 

大橋議員 発見された時点で、例えば報告経過があるんですけども、この危機管理

の部分だと思うんですが、提供されている部分に実際給食が行われている

時点で、これは食べるなという指示というのはこの中にないわけですね。 

何というかな、危機管理の部分だと思うのね。今、食べていてこういう

もの出てから、すぐにこの部分は食べるなとかという指示というのは、実

際、給食中だろうと思うからすぐ通達を出さなければならない、緊急的な

ものでないかというふうに感じたんですね。 

今後、起こることはないというふうに思っているけれども、この部分と

いうのは大事でなかったかなというふうに今、振り返った時点でね。すぐ
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給食は止めろという指示を出すべきではなかったかと。 

そう感じましたけど、どうでしょう。 

吉田議長 教育次長。 

須田教育次長 そのとおりであります。 

まず、マニュアルをもう一度、きちんとその段階では担任のほうからす

ぐ食べるなという指示を、すぐにとっさに出せるように、これからはしっ

かり指示をしていきたいというふうに思います。 

吉田議長 大橋議員。 

大橋議員 例えば、そのクラスだとか学校だけじゃなく提供先が全部そうでしょう。 

そういったような部分のマニュアルはやっぱり必要だろうなというのを

感じます。 

それからもう１点いいですか。 

吉田議長 大橋議員。 

大橋議員 かつて、ある小学校では給食中に実験の硫酸銅だったか何かを入れたと

いうことがあったんですけども、例えばこの問題が、うんと心配するのが、

いじめの材料にならないか。あいつが入れたとか、どうだとかといったよ

うな話に、子どもたちの世界ですから。 

もし、そういうことになっては大変だろうなというふうに感じます。 

ぜひ、その部分のところが担任の先生方も留意していかなければならな

い部分ではないかというふうに思うんです。 

決してそういうことがあったということじゃなくても、そういうような

話に行かないような、何と言うか、対処をしていかないといけないんじゃ

ないかと感じるんですが。 

吉田議長 教育長。 

佐々木教育長 そのことについては本当に御指摘、大変危惧したところです。 

子どもがそういった大変なことをやるというのも考えたくもないし、ま

さに大橋議員さんが言われたとおり心配するところなんですが、すぐ校長

とも確認をしまして学級の雰囲気とか。 

実際、昨日、親御さんのところでもそういうのは、学校はどうなんでし

ょうかと。それで６年生は今、そういうことが無い状況で、そういったい

じめですか、その子に対する特定のいじめとか、そういうことは考えられ

ないという、普段の生活を見て、そこは一応確認させていただいておりま

す。 
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なお、今後、いじめでこういうことだと本当に大変なことでありますの

で、なおさらアンテナを高くして注意していきたいなと思います。 

吉田議長 大橋議員。 

大橋議員 なおさら今後、報道されていくということになると、尾ひれが付いたり、

そういったようなことが起きることが心配されるますので。 

ぜひ、その部分、子どもたちのケアのほうをお願いしたいと思います。 

吉田議長 17日、子どもは卒業なんだろうけども、ただ、いろいろとその後のこと

もあろうかと思うんで、十二分にやっぱり配慮すべきことだと思うんでね。 

山岸議員。 

山岸議員 確認だけさせてください。 

この写真でガラス、私が見る限り円錐状にも見えるし、あるいは板状な

のか、それだけ教えていただければ。 

吉田議長 教育次長。 

須田教育次長 これは板状で厚さは２ミリから３ミリ、３ミリ弱という厚さでございま

した。丸みがありまして、今すぐ割れたものが入ったという状況ではなく

て、なんか随分、触った感じではイガイガしたのは全然ない状況でした。

時間が随分経過しているように思いました。 

それで、ガラスなのかプラスチックなのか、ちょっと疑わしい感じはし

ましたけども、水に入れましたらポンと落ちました。沈みましたのでガラ

ス製だというふうに現在は思ってございます。 

これは先ほど教育長からお話しましたように、成分検査をしまして、そ

して何のガラスなのか、どのような材質が含まれているのかは調べていく

考えでございます。 

（「了解」の声） 

吉田議長 柳田議員。 

柳田議員 材料をちょっとお聞きしたいんですけれど、私もその、どういう状況で

ガラスが入っているかということで、すべてのところなんですけど。 

おからとかひき肉は一旦、粉砕する機械にかけますから、それ以前にそ

のものに入っている可能性はないと思うんですね。ただ、気になったのが、

おからと一緒に大豆とあるんですけど、大豆自体が粒のままで煮たやつが

混じっているんですか。 

吉田議長 教育次長。 

須田教育次長 大豆はこれぐらいのビニール袋に１袋使っているんですが、煮たやつを
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冷凍して、それを冷凍状態で納めるという形です。 

地元産の大豆を使って、それを業者で煮ていただいて、それを冷凍状態

にして、それを冷凍庫に保管しておりまして、当日の朝、出して、そして

流水解凍で水をかけて解かし、そして蓋を取ってザル、そしてボールがあ

りまして、ザルにあけて一回洗って上の薄皮を取って鍋に入れるという形

です。 

柳田議員 おからに入れると。 

須田教育長 そうです。 

柳田議員 そこで入る可能性はありますよね。 

わかりました。ありがとうございます。 

吉田議長 ほかに。 

藤田議員。 

藤田議員  そのおからですけども、ひき肉とか、業者のほうに行って調べていると

いう話ですけど。今言ったように大豆あるいはこんにゃくとか野菜も、そ

の辺もゴボウとか、ニンジン、ネギとかありますけども、これは調理場で

全部カットするのか、それとも袋に入ったものを使うのか。その場で切っ

てやっているのか。その辺もちょっとどうかと思いますけども。 

吉田議長  教育次長。 

須田教育次長 まず当日、現場に行きましたのは、おからとひき肉の現場だけでした。 

それで今日、大豆と糸こんにゃく、その他の食材等の業者に出向こうか

と思っていましたけども、保健所のほうで調べていただくということでし

たので教育委員会の職員はこの調査には行かないということで、保健所の

ほうに任せたいと思っていました。 

それで仕入れた状態でございますが、野菜についてはまずゴボウとそれ

からニンジンについては１本ものというんですか、それを入れまして、下

処理室で皮を剥いて洗浄して、３層のシンクで洗浄していきます。 

ですので、ネギとニンジンは考えにくいというふうに思います。 

それでゴボウのほうにつきましては、笹切りというんですかね、笹切り

したやつが袋に入ってきておりますので、それを先ほどの大豆と同じよう

に、下にボールがあってその上にザルがあって、その上にあけて洗うとい

う形です。水を切ってそれを使うという状況です。 

ですので、それは大豆と同じような状況かと思います。 

それからシイタケも同じです。シイタケも切られた状態のやつを水に戻
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して。ただ、シイタケの場合はザルからあげた後、その残り水を調理に使

いますので、ザルを通してその残り水を使っていますので、もしシイタケ

の中に入っているものが下に沈んでいれば、そのときに発見できましたの

で、そういう状況でした。 

糸こんにつきましては大きな袋、１袋なんですが、それに入っているや

つを洗浄して調理場で、長さにカットしてそれを使っています。 

以上でございます。 

吉田議長 いいですか。 

橋本議員。 

橋本議員 いずれにしても起きるべくして起きたんです。 

河北新聞を見てみても、学校の給食室でのさまざまな事件というのは無

いんです。２年前は泉でしょう、仙台でも起きているんです。これは食中

毒の問題です。 

だから、いつか給食センターをつくりたいという町の提案、前の町長の

ときにやったときに反対の運動が出ていたの、それなんです。 

どれだけ気を付けたって大量に作る場合に何かが入る。その場合に影響

が多く出てくるだろうと。今回は一つだからまだ良かったんです。ただ、

見てみれば２センチもあるガラスでしょう。家庭でやったならこんなのわ

かるはずなんです。人数の少ない、調理するならわかるはずなんです。 

だから、大量に作るからわからない。大量に作ることが経済的だと考え

て、町の財政だからだってやるから、こういうことが起きてくるんです。 

だから、問題は今までの各新聞を見たって… 

じゃ、給食センター以外に調理の方法はありますか。 

言ってみて。いつも給食センターだ。 

だから、給食センターのこと、何かと言うと、家畜を作る餌だろうと言

っている人もいるので。それほど、酷評されるくらいの状態だから、私は

今回を原因としながら給食センターというのをもっと考えなくちゃどうか

ということで、意見で申し上げておきます。 

吉田議長 橋本議員、家畜を作る餌とかいう、そういう表現はうまくないんで。 

橋本議員 言われるんだ、そういうふうに。 

町民の座談会で言われたの。 

吉田議長 非常に侮辱している言葉、それを今、子どもたちが現に食べているんで

すから。だからそういうような言葉を使わないように。 
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給食センターで作るのが、そうだから駄目だということに相成らんと思

いますのでね。 

ちょっと発言についてはもう少し気を付けていただきたいと思います。 

副議長。 

平吹副議長 盛り付けは子どもたちがやっているんですか。 

吉田議長 教育次長。 

須田教育次長 おからにつきましてはアルミ製のバットに入れまして、蓋をして、それ

を子どもが自分たちの教室に持ってきて、机の上に置いて給食係が一人一

人並んだお子さんの容器に盛り付けるという形になります。 

ですので、たまたま、その盛り付けのほうでそのお子さんに入ったとい

うことです。状態はかなり下の部分にあったと。そのお子さんが最後のほ

う、たまたま給食係でしたから最後のほうに盛ったところに入っていたと

いうことです。 

吉田議長 ほかに。 

（「ないです」の声） 

いいですか。 

（「はい」の声） 

じゃ、この件については以上ということにさせていただきます。 

ただ、なお私からですけれども、やはりこれは大変な事態でありますの

で、当然、議会もまだまだあります。それで、新たな展開が出てきたとき

にはまた全協を開いて、議員の皆さんにはきちんと連絡をお願いしたいと

いうふうに思いますのでね。 

それも併せてよろしくお願いしたいと思います。 

じゃ、副議長。 

平吹副議長 それでは、ただいまの審議、大変ありがとうございました。 

午前中に引き続き分科会をお願いいたします。 

以上です。 

 閉会 
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会議の経過を記載して、相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

平成２９年３月１３日 

 

議長   


